
【職業実践専⾨課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

ＮＥＣネッツエスアイ・サービス株式会社
株式会社プリンスホテル 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
佐川急便株式会社 秘書検定 ③ 25⼈ 19⼈
株式会社東京モバイルネットワーク Maicrosoft office Specialist Word ③ 25⼈ 25⼈
サンワシステムサポート株式会社 Maicrosoft office Specialist Excel ③ 25⼈ 23⼈

全経簿記検定 ③ 15⼈ 14⼈
ビジネス⽂書検定試験 ③ 25⼈ 22⼈

⼈
⼈
⼈
％

■卒業者に占める就職者の割合
％

（平成 30

就職等の
状況※２

■就職指導内容
業界・業種知識、筆記試験、履歴書添削、模擬⾯接、個別進路
相談の教育と指導および不合格者の⼼理的フォロー。
■卒業者数 25
■就職希望者数 25

■主な就職先、業界等（平成30年度卒業⽣）

主な学修成果
（資格・検定

等）
※３

令和1年5⽉1⽇ 時点の情報）

■国家資格・検定/その他・⺠間検定等
（平成30年度卒業者に関する令和元年5⽉1⽇時点の情報）

： 96
■その他
・進学者数：            0⼈
 

年度卒業者に関する

■就職者数 24
■就職率         96.0

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①〜③のいずれかに該当するか記
載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（⺠間検定等）

■⾃由記述欄

⻑期休み

■学年始：4⽉1⽇〜
■夏  季：7⽉21⽇〜8⽉31⽇
■冬  季：12⽉23⽇〜1⽉9⽇
■学年末：3⽉18⽇〜3⽉31⽇

卒業・進級
条件

進級要件
①各学年の授業⽇数の4分の3以上出席していること
②所定の授業科⽬に合格していること
③期⽇までに学費等の全額を納⼊していること
卒業要件
①卒業年次の授業⽇数の4分の3以上出席していること
②所定の授業科⽬に合格していること
③期⽇までに学費等の全額を納⼊していること

学修⽀援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 卒業作品展⽰会、ボランティア活動、体育祭、学園祭
当⽇中に担任から電話・Eメール等で連絡することを基本と
し、状況に応じて、数⽇続いた時点で保護者に連絡するなどの
指導をしている。

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：4⽉1⽇〜9⽉30⽇
■後期：10⽉1⽇〜3⽉31⽇

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・⽅法
授業⽇数の4分の3以上出席し試験を受験する。
Ｓ：90点以上 Ａ：80〜90点 Ｂ：70〜79点
Ｃ：60〜69点 Ｄ：59点以下は不合格
Ｐ：単位認定

80⼈ 88⼈ 0⼈ 2⼈ 1⼈ 3⼈

単位時間
⽣徒総定員 ⽣徒実員 留学⽣数（⽣徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1700時間 1740時間 1230時間

認定年⽉⽇ 平成26年3⽉31⽇

修業年限 全課程の修了に必要な総
授業時数⼜は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

⼯業 情報科学専⾨課程 情報ビジネス科
平成7年⽂部科学⼤⾂

告⽰第7号
−

学科の⽬的
ビジネス・IT系資格取得のための科⽬を⽤意し、またショップ販売、秘書、接客サービス、会計など多彩な分野の専⾨科⽬も⽤意。⾃分の将来
設計のため、幅広い分野について学び、接遇の知識を軸とした、各業界で活躍できる⼈材を育成します。

03-3732-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専⾨⼠ ⾼度専⾨⼠

設置者名 設⽴認可年⽉⽇ 代表者名 所在地

学校法⼈⽚柳学園 昭和31年7⽉10⽇ 千葉 茂
〒144-8650
東京都⼤⽥区⻄蒲⽥5丁⽬23番22号

（電話）

⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 昭和62年3⽉27⽇ 前野 ⼀夫
〒192-0983
東京都⼋王⼦市⽚倉町1404番地1他

（電話） 042-637-3111

（別紙様式４）

令和元年7⽉31⽇※１
（前回公表年⽉⽇：平成30年7⽉31⽇）

職業実践専⾨課程の基本情報について

学校名 設置認可年⽉⽇ 校⻑名 所在地



2 名 3.1 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.neec.ac.jp/department/

（留意事項）
１．公表年⽉⽇（※１）
最新の公表年⽉⽇です。なお、認定課程においては、認定後１か⽉以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７⽉末を基準⽇として最新の情報を反映した内
容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告⽰⽇以降の⽇付を記⼊し、前回公表年⽉⽇は空欄としてください
２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「⽂部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５⽂科⽣第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」⼜は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を⾏い、⼤学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「⾃営業」「家事⼿伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇⽤契約期間が１年以上の⾮正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採⽤通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための⺟集団となる学⽣等は、卒業年次に在籍している学⽣等とします。ただし、卒業の⾒込みのない者、休学中の者、
留学⽣、聴講⽣、科⽬等履修⽣、研究⽣及び夜間部、医学科、⻭学科、獣医学科、⼤学院、専攻科、別科の学⽣は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃⾦、報酬その他経常的な収⼊を得る仕事に就くことをいいます。⾃家・⾃営業に就いた者は含めるが、家事⼿伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者と
はしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数
や進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得⽬標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時
に受験資格を取得するもの、③その他（⺠間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。⾃由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果
（例えば、認定学科の学⽣・卒業⽣のコンテスト⼊賞状況等）について記載します。

■中退防⽌・中退者⽀援のための取組
担任と科⻑による⾯談。懇談会・電話等による保護者との情報共有。
担任よる指導のほか経済⾯では学費・奨学⾦相談窓⼝を設け、学⽣⽣活においてカウンセリングルーム等を設け個々の学⽣に適した指導・助
⾔・相談等を⾏っている。また、休学者にも復学（転科等）の指導・助⾔・相談も⾏っている。

経済的⽀援
制度

■学校独⾃の奨学⾦・授業料等減免制度：     有・ 無
・⽚柳学園⼊学⾦免除制度・⽚柳学園給付型奨学⾦制度・再⼊学優遇制度・⽚柳学園奨学⾦制度・留学⽣特別給付制度
・ミュージシャン特待⽣・スポーツ特待⽣・IT資格特待⽣
■専⾨実践教育訓練給付：      給付対象・⾮給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■⺠間の評価機関等から第三者評価：     有・ 無
特定⾮営利活動法⼈ 私⽴専⾨学校等評価研究機構、平成25年度(平成26年3⽉31⽇）受審
https://www.neec.ac.jp/education/accreditation/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率 (休学者2名を除く）
平成30年4⽉1⽇時点において、在学者64名（平成30年4⽉1⽇⼊学者を含む）
平成31年3⽉31⽇時点において、在学者60名（平成31年3⽉31⽇卒業者を含む）
■中途退学の主な理由
病気療養、学科不⼀致、勉学意欲の低下



種別
①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

兒島 正広 ⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 カレッジ⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

荒井 哲⼦ ⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 教育･学⽣⽀援部 課⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

⼭野 ⼤星 ⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 副校⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

加藤 秀樹 ⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 科⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意⾒の活⽤状況
学⽣が就職するうえで様々な業界、職業を知るにあたり、ハローワークの協⼒の基、業界、仕事についてのアドバイスをもら
ながら、講義を通じて学⽣の職業意識を⾼められるよう⼯夫していく。また、現場からの「報告・連絡・相談」が徹底されて
いないとの意⾒から、スキルアップ演習や研修等の際の事前・事後指導に活かした。
コンピュータ関連のスキルで、Webアンケート集計、メールの利⽤⽅法、SNS（情報発信）やトラブル対応等が必要との意⾒
があり、Office実習や⼀般教養などのカリキュラムに反映する。今後は、WordPress、写真加⼯、ECサイト運営能⼒向上や、
ITリテラシーも併せて検討していく。

 ※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①〜③のいずれに該当するか記載すること。
   ①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知⾒を有する業界団体、職能団体、
    地⽅公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
   ②学会や学術機関等の有識者
   ③実務に関する知識、技術、技能について知⾒を有する企業や関係施設の役職員
（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回 （3⽉・9⽉）
（開催⽇時（実績））
第１回 平成30年9⽉28⽇  13：00〜15：00
第２回 平成31年3⽉26⽇  13：00〜15：00

⼭⼝ 彰 京王観光株式会社 神奈川北⽀店 ⽀店⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

平成31年4⽉1⽇現在
名 前 所   属 任期

細⾕ 幸男 ⼋王⼦商⼯会議所 事務局⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科⽬の開設その他の教育課
程の編成を⾏っていること。」関係
（１）教育課程の編成（授業科⽬の開設や授業内容・⽅法の改善・⼯夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本⽅
針
ビジネス分野に関し、適宜、企業等へのヒアリングを実施し、実務に関する知識、技術を調査して、カリキュラムに反映させ
る。地域連携課題として、⼋王⼦商⼯会議所に協⼒を頂き、地域企業・店舗が扱っている商品に対し、学⽣が販売促進を提案
し実際に評価を頂く。企業からの評価を基に、教員が成績評価・単位認定を⾏う。常に授業内容や⽅法を検証することにより
実践的かつ専⾨的な職業教育を⽬指す。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
 教育課程編成委員会は、校⻑を委員⻑とし、副校⻑、学科責任者、教育・学⽣⽀援部員、学科から委嘱された業界団体及び
企業関係者から各３名以上を委員として構成する。
本委員会は、産学連携による学科カリキュラム、本学⽣に対する講義科⽬および演習、実習、インターンシップおよび学内ま
たは学外研修、進級・卒業審査等に関する事項、⾃⼰点検・評価に関する事項、その他、企業・業界団体等が必要とする教育
内容について審議する。審議の結果を踏まえ、校⻑、副校⻑、学科責任者、教育･学⽣⽀援部員で検討し次年度のカリキュラ
ム編成へ反映する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

⾼橋 直樹 株式会社ライブグラフィー 代表取締役 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）

前野 ⼀夫 ⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 校⻑ 平成31年４⽉1⽇〜
令和2年３⽉31⽇（１年）



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に⾏っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本⽅針

講義と実習、演習の精度を⾼めるため、学科関連企業の協⼒のもと、企業等連携研修に関する規定における⽬的に沿い、学科
の内容や教員のスキルに合わせた最新の技術⼒と技能、⼈間⼒を修得する。また、学校全体の教員研修を実施することによ
り、学⽣指導⼒の向上を図り、次年度へのカリキュラムや学科運営に反映させる。

（２）研修等の実績

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

対象：ITカレッジ教員
株式会社アフレル ⽥⼝直樹様 講演
「レゴマインドストームのAI活⽤について」、現在「IoTもの作り実習」授業でレゴマインドストーム教材でセンサーからの⼊
⼒値を元にブロックプログラミング制御を⾏っているが、同教材のAI活⽤への進め⽅について紹介。2020年度に向けて授業展
開の検討していくことを確認した。
②指導⼒の修得・向上のための研修等
研修名「学⽣指導上の初期対応と基礎知識向上セミナー」
（連携企業等：講師 東京⼯科⼤学 中川和美教授）
期間：平成30年9⽉26⽇（⽔）
対象：ITカレッジ教員
近年、精神疾患を抱えた⼊学⽣の増加とともに、担任が、統合失調症やうつ病などの精神疾患者をクラスに抱えたることは、
もはや珍しいことではなく、担任が、精神疾患の基礎知識を得て正しい理解をし、初期対応できるよう指導⼒向上に結び付け
ることを確認した。

①専攻分野における実務に関する研修等
研修名「柔軟な働き⽅改⾰であるテレワークの現状と今後の教育現場におけるテレワーク活⽤」
（連携企業等：講師 ⽇本テレワーク協会 客員研究員（⼯学博⼠）鈴⽊ 達郎様）
期間：平成30年9⽉26⽇（⽔）

校外研修１
校外研修２

就職するにあたり、業界研究、企業⾒学・訪問を⾏い、業界
特徴、職種などを学ぶ。

ハローワーク⼋王⼦

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験⼜は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を⾏っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本⽅針
ビジネス分野に関する実践的な実習や演習を⾏うため、教育内容に関するノウハウや最新技術の動向における助⾔、または技
術指導などを受けられる企業を選定する。企業等との打合せにより、企業等のニーズに沿った実習内容や評価⽅法を設定し、
⽬標を明確にする。企業等からの派遣講師による実践的な実習・演習を実施後、企業等の派遣講師による評価に基づき、教員
が成績評価・単位認定を⾏う。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容
様々な職業を知ってもらう為に、連携企業（ハローワーク）より、業種の説明、業務内容の話を伺った後に学⽣を企業⾒学に
⾏かせる。連携企業からは、事前の講義、⾒学後の学⽣指導、評価⽅法について助⾔を頂く。

（３）具体的な連携の例※科⽬数については代表的な５科⽬について記載。
科 ⽬ 名 科 ⽬ 概 要 連 携 企 業 等

対象：ITカレッジ教員
⽇本テレワーク協会 客員研究員（⼯学博⼠）鈴⽊ 達郎様 講演
介護離職の問題や企業におけるテレワークの普及率の現状および教育現場における場所にとらわれない授業や学⽣指導の可能
性について紹介。今後、遠隔授業やe-ラーニングについて検討していくことを確認した。

研修名「レゴマインドストームのＡＩ活⽤について」
（連携企業等：講師 株式会社アフレル ⽥⼝直樹様）
期間：平成30年3⽉22⽇（⾦）



※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守 (32)関連法令、設置基準等の遵守（33）個⼈情報保護(34)学校評価(35)教育情報の公開
（１０）社会貢献・地域貢献 (36)社会貢献・地域貢献（37）ボランティア活動
（１１）国際交流

（３）学校関係者評価結果の活⽤状況
保護者との連携を強化するために保護者会を継続して実施した⽅が良いとの意⾒から、学内保護者会および学外会場を増や
し、学⽣へのサポート体制の充実を図る。学⽣のコミュニケーション能⼒向上のため、⼋王⼦協定ボランティアへの積極的参
加を促したり、学科・カレッジを越えた地域連携・企業連携課題などで協働作業を進めコミュニケーション能⼒向上を図って
いく。
社会⼈の学び直し講座については、実施時期や内容を精査しながら実証研究事業などを参考に再検討していく。
今年度も引き続き教員の就労環境の改善をはかりながら、⾃発的な能⼒開発及び向上を⽬的とした「学校法⼈⽚柳学園職員⾃
⼰啓発⽀援制度」を活⽤し、教員の研修体制を整えていく。また、⼥性管理職育成の取組として、⼥性活躍推進研修を実施し
た。

（６）教育環境 (22)施設・設備等(23)学外実習・インターンシップ等(24)防災・安全管理
（７）学⽣の受⼊れ募集 (25)学⽣募集活動(26)⼊学選考(27)学納⾦
（８）財務 (28)財務基盤(29)予算・収⽀計画(30)監査(31)財務情報の公開

（３）教育活動 (8)⽬標の設定(9)教育⽅法・評価等(10)成績評価・単位認定等(11)資格・免許取得の指導体制(12)教員・教員組織

（４）学修成果 (13)就職率(14)資格・免許の取得率(15)卒業⽣の社会的評価
（５）学⽣⽀援 (16)就職等進路(17)中途退学への対応(18)学⽣相談(19)学⽣⽣活(20)保護者との連携(21)卒業⽣・社会⼈

②指導⼒の修得・向上のための研修等

対象：ITカレッジ教員
研修テーマは、「アクティブなコミュニケーション向上セミナー」などをテーマにした講演を検討し実施する予定。
発声や発話、⽴ち振る舞い⽅など、学⽣とアクティブなコミュニケーションをとりながら授業展開する⼿法を学ぶ。

ガイドラインの評価項⽬ 学校が設定する評価項⽬
（１）教育理念・⽬標 (1)理念・⽬的・育成⼈材像
（２）学校運営 (2)運営⽅針(3)事業計画(4)運営組織(5)⼈事・給与制度(6)意思決定システム(7)情報システム

４．「学校教育法施⾏規則第１８９条において準⽤する同規則第６７条に定める評価を⾏い、その結果を公表していること。
また、評価を⾏うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員⼜は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本⽅針
専修学校における学校評価ガイドラインに沿っておこなうことを基本とし、⾃⼰評価の評価結果について、学校外の関係者に
よる評価を⾏い、客観性や透明性を⾼める。
学校関係者評価委員会として卒業⽣や地域住⺠、⾼等学校教諭、専攻分野の関係団体の関係者等で学校関係者評価委員会を設
置し、当該専攻分野における関係団体においては、実務に関する知⾒を⽣かして、教育⽬標や教育環境等について評価し、そ
の評価結果を次年度の教育活動の改善の参考とし学校全体の専⾨性や指導⼒向上を図る。また、学校関係者への理解促進や連
携協⼒により学校評価による改善策などを通じ、学校運営の改善の参考とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項⽬との対応

検討し実施する予定。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
期間：令和元年9⽉22⽇（⾦）
対象：ITカレッジ教員
研修テーマは、「⼈⼯知能(AI)活⽤の事例」または「Google Cloud Platform技術の活⽤法」などをテーマにした講演を

期間：令和2年3⽉



（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
   平成31年4⽉1⽇現在

名 前 所   属 任期 種別

森 健介
順天堂⼤学 ⾮常勤講師

（元⽩梅学園⾼等学校副校⻑）
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
学校関連

鈴⽊ 浩之
株式会社⽥中建設
取締役 建築部⻑

平成31年４⽉1⽇
〜令和2年３⽉31⽇（１年）

テクノロジー
企業等委員

⽇本⼯学院⼋王⼦専⾨学校 校友会会⻑
（ｾﾝﾄﾗﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

平成31年４⽉1⽇
〜令和2年３⽉31⽇（１年）

卒業⽣／ＩＴ企業等委員

細⾕ 幸男
⼋王⼦商⼯会議所

事務局⻑
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
地域関連

三井 隆裕
株式会社ＮＶＣ(ヌーベルバーグカンパニー)

代表取締役
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
クリエイターズ

企業等委員

⾦⼦ 英明

（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職等進路、学外実習・インターンシップ等

URL: https://www.neec.ac.jp/announcement/28523/

（５）様々な教育活動・教育環境 施設・設備等
（６）学⽣の⽣活⽀援 中途退学への対応、学⽣相談
（７）学⽣納付⾦・修学⽀援 学⽣⽣活、学納⾦
（８）学校の財務 財務基盤、資⾦収⽀計算書、事業活動収⽀計算書
（９）学校評価 学校評価、平成29年度の項⽬別の⾃⼰評価表

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供⽅法

ガイドラインの項⽬ 学校が設定する項⽬
（１）学校の概要、⽬標及び計画 学校の現況、教育理念・⽬的・育成⼈材像、事業計画
（２）各学科等の教育 ⽬標の設定、教育⽅法・評価等、教員名簿
（３）教職員 教員・教員組織

医療法⼈社団 健⼼会
みなみ野循環器病院 事務⻑

平成31年４⽉1⽇
〜令和2年３⽉31⽇（１年）

医療
企業等委員

宮﨑 豊彦
⼋王⼦市私⽴保育園協会 会⻑

城⼭保育園 園⻑
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
医療・保育
団体等委員

今泉 裕⼈
⼀般社団法⼈コンサートプロモーターズ協会

事務局⻑
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
ミュージック
企業等委員

才丸 ⼤介
株式会社カオルデザイン

執⾏役員 企画戦略室 室⻑
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
デザイン

企業等委員

（１０）国際連携の状況

 ※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表⽅法・公表時期
（ホームページ ・  広報誌等の刊⾏物 ・  その他（           ）   ） 平成30年9⽉10⽇
URL : https://www.neec.ac.jp/announcement/28523/

５．「企業等との連携及び協⼒の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す
る情報を提供していること。」関係
（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本⽅針
教育⽬標や教育活動の計画、実績等について、企業や学⽣とその保護者に対し、必要な情報を提供して⼗分な説明を⾏うこと
により、学校の指導⽅針や課題への対応⽅策等に関し、企業と教職員と学⽣や保護者との共通理解が深まり、学校が抱える課
題・問題等に関する事項についても信頼関係を強めることにつながる。
 また、私⽴学校の定めに基づき「財産⽬録」「貸借対照表」「収⽀計算書」「事業報告書」「監事による監査報告」の情報
公開を実施している。公開に関する事務は、法⼈経理部において取扱い、「学校法⼈⽚柳学園 財務情報に関する書類閲覧内
規」に基づいた運⽤を実施している。

（２）「専⾨学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項⽬との対応

池⽥ つぐみ
NPO法⼈⽇本ストレッチング協会

理事
平成31年４⽉1⽇

〜令和2年３⽉31⽇（１年）
スポーツ

企業等委員

⽯川 仁嗣
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○ Office実習１
⽂書作成ソフトの操作を学び、Office系検定試
験の合格を⽬指します。

1･
前

60 2 ○ ○ ○

○ Office実習２
表計算ソフトの操作を学び、Office系検定試験
の合格を⽬指します。

１･
後

45 1 ○ ○ ○

○
⼀般教養・時
事問題１

1･
前

30 2 ○ ○ ○

○
⼀般教養・時
事問題２

１･
後

30 2 ○ ○ ○

○
キャ リア デザ
イン１

就職するにあたっての⼼構えや、⾃分に合った仕
事の⾒つけ⽅、実際の就職活動に必要な事柄を学
びます。

1･
前

30 2 ○ ○ ○

○
キャ リア デザ
イン２

筆記試験対策や個⼈⾯談等、就職活動対策を強化
します。

１･
後

30 2 ○ ○ ○

○ ⽂章表現
読みやすい字で分かりやすい⽂章が書けるよう
に、論理的⽂章作成⼒を学びます。

1･
前

30 2 ○ ○ ○

○
スポーツ実習
１

スポーツ合宿等を通してコミュニケーションを
図ります。

1･
通

30 1 ○ ○ ○

○ 簿記１ 簿記や経理の基本概念を学んだうえで、商業簿記の基礎
を学びます。

1･
前

45 3 ○ ○ ○

○ 簿記２
商業簿記の技術を学び、検定合格を⽬指しま
す。

１･
後

60 4 ○ ○ ○

○ 秘書１

「ビジネス知識」や「ビジネスマナー」、「接
遇⼒」といったビジネスパーソンとしての基本
を学びながら、⾃⾝の成⻑と検定合格を⽬指し
ます。

1･
前

45 3 ○ ○ ○

○ 秘書２
「秘書１」で学んだことを基に、上級の検定合
格を⽬指します。

１･
後

45 3 ○ ○ ○

○
接客サービス
１

サービスの定義や対⼈技能等の基礎について学
びながら、検定合格を⽬指します。

1･
前

45 3 ○ ○ ○

○
接客サービス
２

「接客サービス１」で学んだことを基に、上級
の検定合格を⽬指します。

１･
後

45 3 ○ ○ ○

○
ビジ ネス 能⼒
１

社会⼈に必要なビジネス系⼀般知識の基礎を学
び、検定合格を⽬指します。

1･
前

45 3 ○ ○ ○

授業科⽬等の概要
（情報科学専⾨課程 情報ビジネス科）2019年度

分類

授業科⽬名 授業科⽬概要

配
当
年
次
・
学
期

授
 
業
 
時
 
数

単
 

位
 

数

授業⽅法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

広く社会⼈としてもつべき知識や技能、時事に
ついて学びます。



○
ビジ ネス 能⼒
２

「ビジネス能⼒１」で学んだことを基に、上級の
検定合格を⽬指します。

１･
後

45 3 ○ ○ ○

○
マーケテ ィン
グ１

流通や商品化、顧客のニーズといったマーケ
ティングの基本概念を知り、様々な業界や業態
について学びます。

１･
後

30 2 ○ ○ ○

○
プ レ ゼ ン テー
ション

様々な表現⼒を理論的に学び、履歴書の書き⽅
や⾯接対応等のショートプレゼンスキルを⾝に
つけます。

1･
前

45 1 ○ ○ ○

○
セルフマネジ
メント

⽣活習慣やこれまでの考え⽅、さらには社会の
ルールを⾒つめ直す機会にし、これからの学⽣⽣
活や⽣き⽅を考えます。

1･
前

15 1 ○ ○ ○

○ 販売⼠１
販売に必要な商品知識や販売技術、仕⼊や在庫
管理などを学び、検定合格を⽬指します。

１･
後

60 4 ○ ○ ○

○
ライフ・ワー
ク・バランス

働き⽅についてグループワーク等を通して考
え、同時にコミュニケーション⼒を⾝につけま
す。また業界研究が出来るようにスキルを磨き
ます。

１･
後

30 2 ○ ○ ○

○
ワークショッ
プ

⾃ら参加・体験し、グループワークを通じて相
互作⽤の中で学び合う体験型講座を⾏います。

1･
前

45 3 ○ ○ ○

○ 社会⼈基礎⼒
「社会⼈基礎⼒」や「対⼈コミュニケーショ
ン」といったビジネスパーソンに求められる要
素について、理論的・実践的に学びます。

１･
後

45 3 ○ ○ ○

○ 検定対策１
1･
前

30 2 ○ ○ ○

○ 検定対策２
１･
後

30 2 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ１―１

1･
通

30 1 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ１―２

1･
通

60 2 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ１―３

1･
通

90 3 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ１―４

1･
通

120 4 ○ ○ ○

○ 業界研究１
1･
前

15 1 ○ ○ ○

○ 業界研究２
１･
後

15 1 ○ ○ ○

○ 校外研修１
1･
前

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 校外研修２
１･
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○ 特別講座１
1･
前

15 1 ○ ○ ○

○ 特別講座２
１･
後

15 1 ○ ○ ○

○ 販売演習１
接遇やマナー、売り込み戦略など、学習したこ
とを実践的に体験します。

1･
通

30 1 ○ ○ ○

⼀定期間企業等で研修⽣として働き、関⼼ある
職業の体験を通し⾒聞を広げます。

ホテルや観光、空港系ビジネスや⼩売業など、
様々な業界の視察や分析、考察をします。

最新の情報・技術に触れるために、各種展⽰会
や施設⾒学等を⾏います。

各業界で活躍している⼈を講師として招き、特
別講義を通して⾒聞を広げます。

各種、検定試験対策等を⾏います。



○
キャ リア デザ
イン３

就職活動⽀援に主眼を置き、⾃⼰分析や企業分
析、さらには筆記試験対策や⾯接指導等⾏いま
す。

2･
前

60 4 ○ ○ ○

○
キャ リア デザ
イン４

ビジネスプランのサポート指導をはじめ、効率
的に仕事を進める⽅法やキャリアップに役⽴つ
スキルを学びます。

2･
後

30 2 ○ ○ ○

○ Office実習３
2･
前

45 1 ○ ○ ○

○ Office実習４
2･
後

45 1 ○ ○ ○

○
スポーツ実習
２

スポーツ合宿等を通してコミュニケーションを
図ります。

2･
通

30 1 ○ ○ ○

○
ビジ ネス プラ
ンニング１

2･
前

90 6 ○ ○ ○

○
ビジ ネス プラ
ンニング２

2･
後

90 6 ○ ○ ○

○
ビジ ネス スキ
ル１

2･
前

30 2 ○ ○ ○

○
ビジ ネス スキ
ル２

2･
後

30 2 ○ ○ ○

○
フ ァ イ ナ ン
シャル１

個⼈の収⽀・負債・家族構成・資産状況などか
ら、将来のライフプランニングに即した資⾦計
画やアドバイス⽅法を学びます。

2･
前

30 2 ○ ○ ○

○
フ ァ イ ナ ン
シャル２

「ファイナンシャル１」で学んだ理論を基に、
検定合格を⽬指します。

2･
後

60 4 ○ ○ ○

○
マーケテ ィン
グ２

「マーケティング１」で学んだことを基に、売
れるしくみについて考えを掘り下げます。

2･
前

30 2 ○ ○ ○

○
スキルア ップ
演習１

2･
前

30 2 ○ ○ ○

○
スキルア ップ
演習２

2･
後

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書３
「秘書２」で学んだことを基に、さらに上級の
検定試験の合格を⽬指します。

2･
前

45 3 ○ ○ ○

○ 簿記３
「簿記２」で学んだことを基に、検定合格を⽬
指します。

2･
前

45 3 ○ ○ ○

○ 簿記演習
会計ソフトを⽤いて、経理の実践感覚を養いま
す。

2･
後

30 2 ○ ○ ○

○ 販売⼠２
「販売⼠１」で学んだことを基に、検定合格を
⽬指します。

2･
前

45 3 ○ ○ ○

○ Webデザイン
画像加⼯、動画加⼯などのコンテンツをホーム
ページで表記する⽅法を学びます。

2･
後

60 2 ○ ○ ○

○
社会エチケッ
ト

社会的⼤⼈として求められるモラル、冠婚葬祭
に関わる知識やテーブルマナー等について学び
ます。

2･
後

15 1 ○ ○ ○

○
ビジ ネス コン
ピ ュ ー テ ィ ン
グ

クラウドサービス等のITツールの活⽤⽅法を実
践的に学びます。

2･
後

30 1 ○ ○ ○

企画書などのスキルを学びながら地域社会で求
められるニーズを調査し、新しいビジネスモデ
ルを創造しコンテストにエントリーします。

多様な⼈々と仕事をする際に必要な基礎的能⼒
を学びます。

ロールプレイング等を通して、新⼊社員に求め
られる基本的ビジネススキルを体験的に学びま
す。

Office系ソフトを活⽤し、より実践的な実務に
近い内容を学びます。



○
トレ ンド ビジ
ネス

新聞のトピックスや動画教材等を使い、ビジネ
スの実状や最前線について考えます。

2･
後

30 2 ○ ○ ○

○
プロ モー ショ
ン実践

商品を売るために⽋かせない市場調査をはじ
め、商品宣伝戦略などの⽅法を学び、それらを
分析・考察します。

2･
後

30 1 ○ ○ ○

○
ライフプラン
ニング

お⾦にまつわる様々な知識を学びながら、⾃分
のライフプランについて考えます。

2･
前

30 2 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ２―１

2･
通

30 1 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ２―２

2･
通

60 2 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ２―３

2･
通

90 3 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ２―４

2･
通

120 4 ○ ○ ○

○
応 急 処 置 ・
サービス介助

応急処置や介助⽅法に関する知識と技術を実践
的に学びます。

2･
通

15 1 ○ ○ ○

○ 業界研究３
2･
前

15 1 ○ ○ ○

○ 業界研究４
2･
通

15 1 ○ ○ ○

○ 検定対策３
2･
前

30 2 ○ ○ ○

○ 検定対策４
2･
後

15 1 ○ ○ ○

○ 校外研修３
2･
前

30 1 ○ ○ ○

○ 校外研修４
2･
後

30 1 ○ ○ ○

○ 特別講座３
2･
前

15 1 ○ ○ ○

○ 特別講座４
2･
後

15 1 ○ ○ ○

○ 販売演習２
⼩売店販売の⽅法、商品を売るためのノウハウ
について演習を通して学びます。

2･
通

30 1 ○ ○ ○

 74 科⽬

１ ⼀の授業科⽬について、講義、演習、実験、実習⼜は実技のうち⼆以上の⽅法の併⽤により⾏う場合
２ 企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科⽬について○を付すこと。

卒業時に必修科⽬1,005時間(57単位)、選択科⽬695時間(24単位)以上を取得し、合計1,700時間(81単位)
以上を取得すること。

１学年の学期区分 2 期
１学期の授業期間 15 週

（留意事項）

合計 2970 単位時間(    155  単位)

卒業要件及び履修⽅法 授業期間等

最新の情報・技術に触れるために、各種展⽰会
や施設⾒学等を⾏います。

各業界で活躍している⼈を講師として招き、特
別講義を通して⾒聞を広げます。

⼀定期間企業等で研修⽣として働き、関⼼ある
職業の体験を通し⾒聞を広げます。

検定試験対策等を⾏います。

事務職、営業職、販売職、ホテル観光などの職
業が活躍する様々な業界の視察や分析、考察を
します。


